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① 2 日目に参加した分科会のタイトルをお書きください。 

第（ 2）分科会 （ 学童保育の生活と遊び ） 

※全体会のみに参加の場合は、全体会の記念講演のタイトルをお書きください。 

 

② この分科会を選んだ理由をお書きください。 

学童保育では、多くの時間を年齢に関係なく一緒に過ごすことになります。高学年が低学

年の面倒を見たり、多学年で同じ経験をしたりすることで人間関係を育てる場にもなります。

その為、他の学童保育ではどのような生活をしているのか、どのような遊びをしているのか、

お話を聞きたいと思ったからです。 

 

 

③2 日間の全体会と分科会で心にのこったことや気づいたことや学んだこと、今後の実践に

活かしていきたいことなど、感想もふくめてお書きください（自由記述）。 

全体会では、保護者・指導員の学童保育のお話を聞いて、学童保育の指導員という仕事は

とても素敵だと思いました。保護者・指導員の「つながり」は、学童保育にとって大事だと

思いました。「学童保育っていいな」と思ってもらえるような指導員になりたいと思います。 

分科会の福島県いわき市の新妻先生のお話、子ども達の「コンビニごっこ」のレポート報

告はとても共感できる内容でした。この男の子のように、学校生活になじめず戸惑う子ども

もいるのを理解し、子どもが自主的に環境に馴染むためには、その子の今をありのままに受

け止め、理解し、じっくりと話を聞いてあげたり、共に考えてくれる大人や友達の存在がい

たりすることが重要だと思いました。子ども達にとって、大切な居場所になるような学童保

育にしたいと思いました。 

 

※提出されたレポートは、当会の広報紙やホームページに掲載する場合もあります。あらかじめご了承ください。 

※〆切は、11 月 30 日（木）です。常勤専任指導員に手渡し、または、okazakigakudou@yahoo.co.jp までお送りください。 


